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［論文要旨］







































Folk Naming Methods of Paddy and Dry Field Plots：
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。1960 年当時，64 戸・309 人で，耕地総面積は水田 24.1ha（1 戸当り 0.38ha）・
普通畑 2.7ha（同 0.04ha）・桑畑 8.9ha（同 0.14ha）であった
（27）
。1970 年代以降は，住宅団地の開発に


































































。1960 年当時，64 戸・309 人で，耕地総面積は水田 24.1ha（1 戸当り 0.38ha）・
普通畑 2.7ha（同 0.04ha）・桑畑 8.9ha（同 0.14ha）であった
（27）
。1970 年代以降は，住宅団地の開発に























































1 小ぼっ田※ 小さい棚田 面積
2 風の窪※ 窪地の小さな田 地形
3 大田 大きな田 面積
4 前手三枚（大田の上） 道路からみてすぐ手前 位置（外部）
5 板ヶ沢※ 板ヶ沢という沢の近く 位置（外部）
B お墓の田
6 一枚目 幹線道路から数えて一番手前 位置（外部）
7 二枚目 幹線道路から数えて二番目 位置（外部）
8 三枚目 幹線道路から数えて三番目 位置（外部）
9 長い田 非常に細長い田 形状
10 長い田の下 長い田の下方 位置（内部）
11 苗代 苗代用の田 用途
12 水の尻（水尻の田） 水が最後に落ちる田 位置（内部）
13 白砂 砂地の田 地質
14 白砂の下 白砂の田の下方 位置（内部）
15 胡桃の木 胡桃の木が畔にある 植生















































































































1 一枚目 農道から数えて一番手前 位置（外部）
2 二枚目 農道から数えて二番目 位置（外部）
3 三枚目 農道から数えて三番目 位置（外部）
4 土壺 蚕糞製の肥料を溜める 用途
5 土壺の畑 土壺の隣にある 位置（内部）
6 菅の畑 スゲの草が脇に密生 植生
7 梅 梅の木が畔にある 植生
8 柿の木 柿の木が畔にある 植生
9 窪 窪地にある 地形
10 曲がった畑 大きく湾曲している 形状
E 11 前手 自宅のすぐ正面 位置（外部）
F 奥
12 臭え水 異臭のする水が滲み出る 水質
















































































































1 一枚目 農道から数えて一番手前 位置（外部）
2 二枚目 農道から数えて二番目 位置（外部）
3 三枚目 農道から数えて三番目 位置（外部）
4 土壺 蚕糞製の肥料を溜める 用途
5 土壺の畑 土壺の隣にある 位置（内部）
6 菅の畑 スゲの草が脇に密生 植生
7 梅 梅の木が畔にある 植生
8 柿の木 柿の木が畔にある 植生
9 窪 窪地にある 地形
10 曲がった畑 大きく湾曲している 形状
E 11 前手 自宅のすぐ正面 位置（外部）
F 奥
12 臭え水 異臭のする水が滲み出る 水質

































































。1960 年当時，61 戸・310 人で，















筆名 地番 面積 地割
3 大田 2182 5.26 2
4 前手三枚 2181 4.12 3
















14 白砂の下 1643-イ 1
15 胡桃の木 1643-イ 1

















A 1 （柳原の）上 小字柳原の田のうち山側 位置（内部）
2 （柳原の）下 小字柳原の田のうち海側 位置（内部）
3 了管田 小字了管田にある 包摂
4 田之尻 小字田之尻にある 包摂
5 四拾田 小字四拾田にある 包摂
6 沖田 小字沖田にある 包摂
7 （福田の）上 小字福田の田のうち山側 位置（内部）
8 （福田の）下 小字福田の田のうち海側 位置（内部）
9 北田 小字北田にある 包摂
10 大ガミ 小字大ガミにある 包摂
11 横畝 小字横畝にある 包摂
12 大町（十束代） 小字中畝で一番大きい田 面積
13 八束代 稲が 8束ほど収穫できる 収量
14 松苗代 不明（苗代田？） 用途？
15 小町（小町田） 小字中畝で一番小さい田 面積
16 重敷 小字重敷にある 包摂
17 家ノ下 小字家ノ下にある 包摂
18 （縄手の）上 小字縄手の田のうち山側 位置（内部）
19 （縄手の）中 小字縄手の田のうち中央 位置（内部）
20 （縄手の）下 小字縄手の田のうち海側 位置（内部）
21 賽ノ前 小字賽ノ前にある 包摂
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B 1 荒神さん 小字荒神にある 包摂
2 向かい 小字向かいにある 包摂
3 七日帰る 小字七日帰るにある 包摂
C 4 さかへ 小字さかへにある 包摂
D 5 道の下 幹線道路のすぐ下にある 位置（外部）
6 四貫前 下肥 4貫分が一度に必要な畑 作業量
7 六貫前 下肥 6貫分が一度に必要な畑 作業量
8 大畑 小字ゴーブの畑では一番大きい 面積




筆名 地番 面積 地割




3 了管田 91 1.25 1
4 田之尻 ― ―（3.21） 1
5 四拾田 140-1 2.18（1.23） 1




8 （福田の）下 150 1












14 松苗代 209-1 1
15 小町 208 5.03（2.00） 2
16 重敷 ― ―（1.15） 6.5




19 （縄手の）中 462-1 1
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基準 萩倉 新井 下大椿
立地 位置（外部） 11 1 4
位置（内部） 4 7 0
包摂 0 15 4
規模 ･形態 面積 2 3 6
収量 0 1 0
作業量 0 2 0
形状 2 0 2
自然地理 地形 2 0 0
地質 1 0 3
水質 1 0 0
植生 4 0 0
人間活動 用途 2 1 0
歴史 0 1 4
不明 0 0 2
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Folk Naming Methods of Paddy and Dry Field Plots：A Case of Two Japanese 
Villages
IMAZATO Satoshi
Although some Japanese folklorists, geographers, and social linguists have studied minor place 
names within Japanese rural settlements, few studies have focused on plot names that circulate within 
a single household and that are the smallest units of folk spatial classification within a village. This 
paper examines the naming methods used by residents themselves for plot names of rice paddies and 
dry fields within the villages of Hagikura in Nagano Prefecture and Nii in Kyoto Prefecture during the 
1960s. 
In both of the villages, people often named plots according to relative location and plot size. In 
Hagikura, where a set of plots owned by a single household were generally concentrated in the same 
zone, such a relative location name was mainly based on the main street and farm paths. Hagikura 
people also considered various features such physical geographical elements as vegetation, landform, 
the nature of soil, and water quality to call each plot. In Nii, where each household usually possessed 
only one plot within a zone of steep terraced paddies labeled with minor place names, people adapted 
minor place names commonly used within the village community to households’ plot names, often 
suffixed with modifiers such as “above” and “below.” 
Generally, one plot name corresponded to one plot surrounded by a ridge, while two or three plot 
names often constituted one parcel assigned an official cadaster number. In the Nii case, a plot name 
sometimes included two or three parcels that were each assigned an official cadaster number, while 
another plot name covered only a half of a plot. Therefore, we need to systematically investigate such 
folk plot names, which are never registered in official documents, to clarify the spatial perceptions of 
village people in detail.
Key words: folk classification, minor place name, folk plot name, Suwa Basin, Tango Peninsula
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